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昨年度の取り組みのおさらい

・受発注において、相互に共通のデータを利⽤することで業務時間を7割程度削減できる
・請求書郵送をデジタルインボイス送受信にすることで業務時間を8割程度削減できる
・データを活⽤して振込指⽰データを⽣成できる、売掛⾦消込データ読込によりミス無く作業できる

実証検証の成果



本⽇の報告事項

１ データ連携基盤（岐⾩モデル）の改修について

1-1 サービス名称
1-2 受発注機能部分の仕様について
1-3 会計ソフト・⾦融機関との連携について
1-4 他社Peppol製品との相互接続試験について

２ 岐⾩県庁へのデジタルインボイス送信について



1-1 サービス名称
1-2 受発注機能部分の仕様について
1-3 会計ソフト・⾦融機関との連携について
1-4 他社Peppol製品との相互接続試験について

１データ連携基盤（岐⾩モデル）の改修について



企業コード／ユーザID／パスワード
を⼊⼒して利⽤を開始します。

・企業コード：法⼈番号（13桁）
・ユーザID：担当者のID

PeppoLink（ペポリンク）
という名称にしました。

今秋リリース予定です

1-1 サービス名称



•企業名称、所在地等の情報
•売上基準設定 （納品基準・検収基準の設定）
•消費税端数処理基本設定（切上げ・切捨て・四捨五⼊）
•銀⾏⼝座情報

•取引先情報の登録（ユーザ同⼠で登録する）
•企業内でのアカウントの追加変更削除
•⾒積機能の追加

【企業マスタの設定】

【その他】

1-2 受発注機能部分の仕様について



＊当初計画＊
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【CSVファイルの相互の読込を可能とする】
他社ソフトとのデータやりとりができるように、CSVファイル形式としました。

I
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1-3 会計ソフト・⾦融機関との連携について
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【CSVファイルの相互の読込を可能とする】どのタイミングからでも連携可能
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①⾒積があるとデータ作
成がよりされやすくなる、
との意⾒で追加。

②IB以外でのログイン⽅法も準
備し、他のシステムとも⼿をつ
なげるようにする

③このCSV読み込み機能
全て必要かを検討中。

今回は、弥⽣販売との連
携を搭載予定
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＊当初計画からの変更点＊
1-3 会計ソフト・⾦融機関との連携について



今回のテスト（※）では、相互接続テストを433件実施し、すべて成功致しました。
※今回のテストで利用したバージョン : Peppol BIS Standard Invoice JP PINT Version 1.0.2
（消費税の適格請求書等保存方式における「適格請求書」に対応）

EIPA会員（有志23社）間での相互接続テストを実施しました（2024年6⽉28⽇公表）

1-4 他社Peppol製品との相互接続試験について



2．岐⾩県庁へのデジタルインボイス送信について



・データ連携基盤とは別システム構築を想定
・アカウント管理は県庁の⽅にて可能とする
・アカウント作成はcsv等で⼀括登録可能

・メールのURLにて確認できるが
ユーザ名・パスワードでのログイン認証は必要
・ログイン後に権限内の
請求書閲覧・ダウンロードが可能
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ユーザ・
部署の作成 パスワード変更 メール
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【課題】
JPPINTのどの項⽬をキーにして
振り分けするか、といった検討
が必要になる。

＊当初案＊

Peppol IDは１法⼈１ID

利⽤イメージ



【メリット】
•システム側としては、部署コードで処理する⽅法はシンプルな構
造であるため、構築・保守に⼯数がかからないメリットがある
【デメリット】
•請求者は直接必要でない情報の管理をする必要が発⽣する。
つまり、取引先の部署番号を知りたいまたは管理したいわけでは
ない。請求先から求められるので情報を載せている。
•部署名のような組織上の情報は⽇々変化し、請求者がそれに合わ
せて情報更新する必要がある。 請

求
し
た
い

だ
け
な
の
に

部署コードを⽤いない案を検討中

部署コード処理のメリット・デメリット



売り⼿ 買い⼿
請求先のIDへ送付

消
込 DI-ZEDI⽀払

取引コード 部署コード 案件名
123456789 1012 案件A
234567890 2046 B案件
345678901 3069 買い物A
456789012 4082 買い物B

取引コード
123456789

請求書

請求先のID
＋

取引コード
123456789

＊内部データを確認

部署 1012
にて処理

振込⼊⾦明細

請求先のID
＋

取引コード
123456789

部署コードを管理しない⽅法（案）


